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【目的】 
外界に対する現実感の低下を主訴とする現実感喪失体験は，彩度知覚の低下，形状知覚の歪み，奥行き知覚
の混乱などの視覚変容が観察される。現実感の低下と関連した視覚変容は，現実感喪失が併存する精神疾患だ
けではなく，健常者においても多く報告されているが，その根底にある神経基盤についてこれまでにほとんど
検討されていない。本研究では，彩度知覚の低下に伴う脳機能を計測することで，現実感低下の背景にあるメ
カニズムの一端を解明できると考え，機能的 MRI（fMRI）およびポジトロン CT（PET）を用いて，彩度知
覚の低下に関連する神経活動および神経伝達機能を解明することを目的とした。 
 
【方法】 
被験者は健常な成人男性で，呈示された視覚刺激に対してどの程度の現実感があるかを評定する彩度順応課
題を行っている状態で，脳内の局所脳血流の変化を fMRIで計測した。彩度順応とは，高彩度の刺激を暴露後
に見る視覚対象への彩度知覚が低下し，低彩度の刺激を暴露後だと同じ視覚対象への彩度知覚が上昇する現象
である。この彩度順応効果による彩度知覚の低下と現実感低下の関係性を検討するために，彩度知覚低下条件
と彩度知覚上昇条件それぞれにおける現実感の評定値を比較した。さらに，fMRIを用いて課題中の脳内活動
領域を同定し，[11C]raclopride を用いた PET により被験者の線条体ドーパミン D2受容体の測定を行うこと
で，彩度知覚の低下に関わる分子・神経基盤を検討した。 
 
【結果】 
彩度順応効果により彩度知覚が低下する条件下では，現実感が低下することを見出した。彩度順応課題中の
fMRI による局所神経活動領域の評価と PET 解析による線条体 D2受容体の測定から，線条体 D2受容体結合
能が高い人ほど，彩度知覚低下時の右背外側前頭前野および左頭頂皮質の神経活動が高いことが明らかとなっ
た。 
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【結論】 
彩度知覚低下の神経基盤として，注意機能や視覚意識に関連する前頭葉と頭頂葉の神経活動と線条体におけ
るドーパミン D2受容体結合能との関連性が見出された。本研究は，健常人における現実感低下に関連する彩
度知覚低下の基礎的な分子・神経基盤を示唆すると共に，現実感低下を伴う精神症状のメカニズムを理解する
ための一助になることが期待される。 
